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●平成29年度事業実績・平成30年度事業計画
●農業保険法がスタート
●収入保険が始まります
●畑作物（大豆）共済
●平成30年度損害防止事業

　



収
入
保
険
課…

　収
入
保
険
、
庶
務
、

　広
報
、
シ
ス
テ
ム

事
業
一
課…

　農
作
物
、
畑
作
物
、

　建
物
、
農
機
具

事
業
二
課…

　家
畜
、
果
樹
、

　園
芸
施
設

各
課
の
仕
事
内
容

諸
内
規
則
一
部
変
更
な
ど

全
12
議
案
を
可
決
承
認

―
第
５
回
通
常
総
代
会
開
催―

　

　
第
５
回
通
常
総
代
会
を

平
成
30
年
5
月
28
日
に
、

当
組
合
本
所
（
北
栄
町
）

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
代
１
４
９
人
（
う
ち

書
面
決
議
80
人
）
の
出
席

の
中
、
倉
吉
市
の
松
本
幸

男
総
代
が
議
長
に
選
任
さ

れ
、
諸
内
規
則
の
一
部
変

更
な
ど
12
議
案
に
つ
い
て

慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、

全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
農
業
保
険
制
度
の
機
能

と
役
割
を
発
揮
す
る
た
め
、

農
業
の
経
営
安
定
と
地
域

農
業
へ
の
支
援
を
行
い
、

積
極
的
に
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

参
　
　
事

総
務
部

部
　
　
長

総
務
課 

課
　
　
長
　

課
長
補
佐
　

主
　
　
幹

主
　
　
任

主
　
　
事

収
入
保
険
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

主
　
　
事
　

嘱
　
　
託

事
業
部

部
　
　
長

事
業
一
課 

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

係
　
　
長

主
　
　
任

事
業
二
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

係
　
　
長

主
　
　
任

主
　
　
任

主
　
　
事

監
査
室

室
長
（
兼
）

嘱
託
（
兼
）

本
　池
　
　
　令

田
　嶋
　義
　人

村
　田
　卓
　生

絹
　見
　孝
一
郎

谷
　口
　賢
　司

中
　江
　綾
　香

財
　原
　麻
　衣

中
　本
　浩
　二

乾
　
　
　正
　明

柴
　田
　学
　彦

青
　戸
　裕
　二

松
　田
　
　
　明

宮
　本
　雅
　則

 

山
　本
　勘
次
郎

中
　川
　新
　朗

天
　津
　康
　彦

谷
　本
　裕
　剛

前
　田
　翔
　太

野
　口
　晴
　文

早
　志
　敬
　治

小
　林
　敬
　之

谷
　口
　
　
　惇

平
　井
　亮
　輔

中
　尾
　里
　穂

中
　本
　浩
　二

松
　田
　
　
　明

●
本
　所

支 

所 

長

収
入
保
険
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

係
　
　
長

主
　
　
任

事
業
一
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

主
　
　
幹

主
　
　
幹

主
　
　
任

主
　
　
任

主
　
　
事

主
　
　
事

事
業
二
課 

課
　
　
長

課
長
補
佐

主
　
　
幹

主
　
　
任

主
　
　
任

主
　
　
事

主
　
　
事

嘱
　
　
託

山
　下
　
　
　武

梶
　川
　祐
　一

福
　政
　陽
　子

福
　山
　耕
　平

高
　見
　真
由
美

小
　林
　正
　樹

西
　村
　誠
　司

小
　谷
　敏
　彦

中
　村
　哲
　彦

中
　林
　興
　輔

平
　尾
　哲
　子

南
　口
　翔
　太

六
　井
　
　
　彩

森
　本
　
　
　司

中
　井
　一
　郎

永
　原
　
　
　聡

鎌
　谷
　正
　彦

荒
　木
　
　
　望

前
　田
　裕
　太

川
　戸
　悟
　史

長
　戸
　孝
　允

田
　中
　俊
　光

●
東
部
支
所

支 

所 

長

収
入
保
険
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

主
　
　
任

主
　
　
任

事
業
一
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

係
　
　
長

主
　
　
任

主
　
　
任

主
　
　
事

事
業
二
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

主
　
　
幹

主
　
　
幹

係
　
　
長

係
　
　
長
　

主
　
　
任
　
　

主
　
　
任
　
　

主
　
　
事
　
　

主
　
　
事
　
　

主
　
　
事
　
　 井

　川
　敦
　雄

前
　田
　典
　顕

中
　嶋
　宏
　司

豊
　嶋
　幸
　男

米
　林
　真
　紀

樋
　口
　雅
　人

井
　上
　
　
　誠

尾
　﨑
　正
二
郎

堀
　尾
　宏
　司

小
　椋
　郁
　美

小
　椋
　雅
　和

石
　谷
　昌
　平

万
　場
　
　
　彰

松
　本
　一
　宏

谷
　尻
　英
　信

北
　邨
　裕
　之

新
　
　
　直
　幸

生
　原
　由
　紀

中
　本
　一
　也

根
　鈴
　健
　之

藤
　原
　達
　矢

伊
　藤
　裕
　貴

田
　中
　
　
　遼

杉
　信
　洸
　生

●
中
部
支
所

支 

所 

長

収
入
保
険
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

主
　
　
幹

主
　
　
事

事
業
一
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

主
　
　
幹

係
　
　
長

主
　
　
事

主
　
　
事

主
　
　
事

事
業
二
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

主
　
　
幹

係
　
　
長

主
　
　
任

主
　
　
任

主
　
　
事

森
　田
　博
　文

池
　本
　
　
　潤

吉
　村
　一
　郎

森
　田
　英
　二

青
　木
　理
　恵

新
　田
　
　
　学

大
　江
　直
　弘

松
　岡
　久
　朗

小
　西
　陽
　平

大
　塚
　俊
　也

齋
　木
　政
　宏

田
　中
　咲
　月

北
　峯
　裕
　太

衹
　園
　美
　穂

石
　脇
　知
　克

金
　田
　
　
　準

西
　田
　顕
　一

宇
田
川
　明
　寛

小
　竹
　紋
　子

有
　福
　和
　晃

安
　藤
　一
　英

●
西
部
支
所

本
　
　所

所
　
　
長

次
長
（
兼
）

主
　
　
幹

主
　
　
幹

主
　
　
幹

係
　
　
長

獣 

医 

師

獣 

医 

師

嘱
　
　
託

東
部
支
所

支 

所 

長

主
　
　
幹

係
　
　
長

西
部
支
所

支 

所 

長

係
　
　
長

獣 

医 

師

獣 

医 

師

嘱
　
　
託

門
　脇
　文
　生

早
　志
　敬
　治

河
　野
　信
　嗣

田
　中
　久
美
子

田
　中
　比
奈
子

郡
　司
　庸
　介

佐
　竹
　紗
　季

小
　西
　奈
菜
子

渡
　部
　剛
　史

砂
　田
　嘉
　秋

福
　澤
　大
　輔

原
　田
　麻
希
子

小
笠
原
　剛
　士

増
　田
　美
沙
子

長
谷
川
　な
ぎ
さ

鈴
　木
　将
　右

村
　上
　千
　里

●
家
畜
診
療
所

30
年
度
職
員
紹
介

新
規
採
用
者

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
！

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

東部支所
森本　司

東部支所
長戸　孝允

中部支所
田中　遼

中部支所
杉信　洸生

西部支所
北峯　裕太

西部支所
青木　理恵

（
平
成
30
年
６
月
１
日
現
在
）

事
業
功
績
者
の
部

第
１
号
議
案
　
諸
内
規
則
一
部
変
更
の
件

第
２
号
議
案
　
業
務
報
告
書
承
認
の
件
﹇
平
成
29
年
度
事

業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、

損
益
計
算
書
及
び
剰
余
金
処
分
（
不
足
金

処
理
）
案
﹈

第
３
号
議
案
　
平
成
30
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
概
算

書
設
定
の
件

第
４
号
議
案
　
平
成
30
年
度
事
務
費
賦
課
金
徴
収
方
法
決

定
の
件

第
５
号
議
案
　
特
別
積
立
金
取
崩
し
の
件

第
６
号
議
案
　
有
形
固
定
資
産
処
分
の
件 

第
７
号
議
案
　
農
作
物
（
麦
）
共
済
危
険
段
階
基
準
共
済

掛
金
率
等
設
定
方
法
の
件

第
８
号
議
案
　
平
成
30
年
度
役
員
、
損
害
評
価
会
支
所
部

会
委
員
、
共
済
部
長
及
び
顧
問
の
報
酬
額

決
定
の
件

第
９
号
議
案
　
平
成
30
年
度
借
入
金
最
高
限
度
額
等
決
定

の
件

第
10
号
議
案
　
平
成
30
年
度
余
裕
金
預
入
先
決
定
の
件

第
11
号
議
案
　
損
害
評
価
会
委
員
及
び
家
畜
診
療
所
運
営

委
員
選
任
承
認
の
件

第
12
号
議
案
　
附
帯
決
議
の
件

主
な
議
案

多
年
に
わ
た
り
事
業
運
営
や
事

業
推
進
に
特
に
貢
献
し
た
基
礎

組
織
役
員
等

表
彰

理
由

鳥

取

市

鳥

取

市

鳥

取

市

鳥
取
市
国
府
町

鳥
取
市
鹿
野
町

鳥
取
市
青
谷
町

八

頭

町

八

頭

町

鳥
取
市
河
原
町

智

頭

町

倉

吉

市

倉

吉

市

湯
梨
浜
町

湯
梨
浜
町

三

朝

町

倉
吉
市
関
金
町

北

栄

町

北

栄

町

北

栄

町

琴

浦

町

米

子

市

米

子

市

南

部

町

米
子
市
淀
江
町

大

山

町

大

山

町

井
　
上
　
栄
　
一

山
　
本
　
孝
　
明

田
　
中
　
浩
　
雄

川
　
上
　
勝
　
温

原
　
田
　
晏
　
年

森
　
　
　
寛
　
人

今
　
嶋
　
一
　
夫

奥
　
田
　
陽
一
郎

上
　
田
　
隆
　
則

声
　
高
　
幹
　
男

伊
　
東
　
正
　
夫

田
　
村
　
順
　
一

会
　
見
　
吉
　
秀

清
　
水
　
彰
　
人

朝
　
倉
　
孝
　
好

山
　
崎
　
重
　
三

石
　
田
　
克
　
美

徳
　
山
　
克
　
之

宮
　
川
　
幸
　
治

八
　
軒
　
泰
　
則

湯
　
原
　
輝
　
男

武
　
部
　
　
　
肇

篠
　
本
　
道
　
夫

林
　
原
　
　
　
寛

徳
　
永
　
光
　
明

美
　
甘
　
　
　
稔

大

山

町

日

南

町

江

府

町

伯

耆

町

　
鳥

取

市

鳥

取

市

琴

浦

町

伯

耆

町

鳥

取

市

琴

浦

町

琴

浦

町

米

子

市

大

山

町

瀬
　
原
　
磯
　
治

石
　
田
　
　
　
久

川
　
上
　
正
　
昭

山
　
本
　
邦
　
良

安
　
治
　
嘉
　
昭

北
　
村
　
定
　
則

福
　
本
　
高
　
博

森
　
田
　
公
　
幸

的

場

集

落

宮

場

集

落

三

保

集

落

彦
名
八
区
集
落

宮

内

集

落

表

彰
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝
し
、

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

建
物
共
済
の
部（
共
済
部
長
）

平
成
29
年
度
に
建
物
共
済
の
加
入

推
進
に
努
め
、
組
合
に
対
し
て
多

大
な
貢
献
の
あ
っ
た
共
済
部
長

表
彰

理
由建

物
共
済
の
部（
集
落
）

平
成
29
年
度
に
建
物
共
済
の
加

入
推
進
に
努
め
、
組
合
に
対
し

て
多
大
な
貢
献
の
あ
っ
た
集
落

表
彰

理
由

平成２９年度事業実績・平成３０年度事業計画平成２９年度事業実績・平成３０年度事業計画

「安心の未来」拡充運動　はじまる
「より広く、より深く、農家のもとへ」を行動スローガンに計画達成を目指します！

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

1,324,924
7,603,934,245

23,181,827

a

円

円

1,348,115
7,818,721,000

― 

a

円

平成２９年度実績 平成３０年度計画

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

16,172
32,955,184

720,072

a

円

円

16,269
34,289,000

― 

a

円

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

73,851
6,576,614,800

530,140,484

頭

円

円

74,153
6,484,114,000

― 

頭

円家畜共済

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

39,164
1,342,310,000

10,351,658

a

円

円

37,887
1,289,400,000

― 

a

円果樹共済

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

4,896
2,015,105,000

632,395

棟

円

円

4,965
2,079,820,000

― 

棟

円

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

59,475
701,252,250,000

256,073,407

棟

円

円

59,475
699,902,020,000

― 

棟

円建物共済

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

5,962
7,897,240,000

24,788,725

台

円

円

5,962
7,299,470,000

― 

台

円

農作物共済

水
稲

麦

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

57,653
120,290,563

5,659,045

a

円

円

50,868
116,696,000

― 

a

円

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

10,777
6,571,227

621,325

a

円

円

9,858
6,308,000

― 

a

円

畑作物共済

大
豆

そ
ば

　損
害
の
未
然
防
止
と
安
定
生
産
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
交
付
対
象
者
・
交
付
限
度
額
に

は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
各

支
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
鳥
獣
害
防
止
対
策
助
成
事
業

﹇
申
請
期
限
﹈
平
成
30
年
11
月
末

　
有
害
鳥
獣
の
駆
除
お
よ
び
侵
入
防
止
対

策
を
講
じ
て
い
る
農
作
物
・
畑
作
物
共
済

加
入
組
合
員
及
び
加
入
組
合
員
が
含
ま
れ

る
団
体
に
対
し
て
費
用
の
一
部
を
助
成
。

　
①
侵
入
防
止
資
材
等
購
入
助
成

　
　…

資
材
代
の
10
％（
１
件
10
万
円
限
度
）

　
②
捕
獲
檻
維
持
管
理
助
成

　
　…

１
基
当
た
り
３
，０
０
０
円

　
③
捕
獲
檻
購
入
助
成

　
　…

購
入
費
の
50
％

　
　
　（
１
基
当
た
り
５
万
円
限
度
）

■
担
い
手
病
虫
害
防
除
助
成
事
業
　

﹇
申
請
期
限
﹈
平
成
30
年
10
月
末

　
作
付
規
模
の
大
き
な
組
合
員
に
適
切
な

病
虫
害
防
除
を
促
し
、
損
害
の
発
生
を
未

然
に
防
止
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
。

　
①
水
稲
・
麦
作
付
面
積
の
合
計
が
４
ha

以
上
の
組
合
員

　
　…

加
入
面
積
10
ａ
当
た
り
１
０
０
円

　
②
大
豆
作
付
面
積
の
合
計
が
２
ha
以
上

の
組
合
員
　
　
　

　
　…

加
入
面
積
10
ａ
当
た
り
１
０
０
円

　
　
　（
　
ha
を
超
え
る
場
合
は
超
え
た
部

　
　
　  

分
に
つ
い
て
10
ａ
当
た
り
50
円
）

■
畜
舎
消
毒
助
成
事
業
　

　
プ
ル
ス
フ
ォ
グ
に
よ
り
畜
舎
消
毒
を
実

施
し
た
組
合
員
に
費
用
の
一
部
を
助
成
。  

　…

１
回
１
，５
０
０
円

　
　

﹇
申
請
期
限
﹈
全
事
業
と
も
平
成
31
年
１
月
末

■
侵
入
防
止
柵
等
設
置
助
成
事
業

　
メ
ッ
シ
ュ
柵
、
電
気
柵
、
テ
グ
ス
に
よ

る
鳥
獣
侵
入
防
止
対
策
を
講
じ
る
設
備
に

係
る
費
用
の
一
部
を
助
成
。
　

　…

資
材
代
の
10
％
（
１
件
10
万
円
限
度
）

■
カ
ラ
ス
捕
獲
檻
助
成
事
業

　
カ
ラ
ス
捕
獲
檻
設
置
の
維
持
管
理
に
対

す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
。

　…

１
基
当
た
り
２
万
円
限
度

■
駆
除
助
成
事
業

　
駆
除
を
実
施
し
た
果
実
出
荷
団
体
等
に

助
成
。

　…

駆
除
経
費
の
20
％
限
度

■
事
故
拡
大
防
止
事
業

　
園
芸
施
設
共
済
加
入
者
に
対
し
、
補
修

テ
ー
プ
、ハ
ウ
ス
バ
ン
ド
、補
修
紐
を
配
布
。

平
成
30
年
度

損
害
防
止
事
業

農
作
物
共
済
・
畑
作
物
共
済

家
畜
共
済

果
樹
共
済

園
芸
施
設
共
済

10

農機具共済

園芸施設共済
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各 種 共 済 の お し ら せ

サポート情報N O S A I  S U P P O R T  I N F O R M A T I O N

平成２９年度事業実績・平成３０年度事業計画平成２９年度事業実績・平成３０年度事業計画

「安心の未来」拡充運動　はじまる
「より広く、より深く、農家のもとへ」を行動スローガンに計画達成を目指します！

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

1,324,924
7,603,934,245

23,181,827

a

円

円

1,348,115
7,818,721,000

― 

a

円

平成２９年度実績 平成３０年度計画

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

16,172
32,955,184

720,072

a

円

円

16,269
34,289,000

― 

a

円

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

73,851
6,576,614,800

530,140,484

頭

円

円

74,153
6,484,114,000

― 

頭

円家畜共済

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

39,164
1,342,310,000

10,351,658

a

円

円

37,887
1,289,400,000

― 

a

円果樹共済

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

4,896
2,015,105,000

632,395

棟

円

円

4,965
2,079,820,000

― 

棟

円

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

59,475
701,252,250,000

256,073,407

棟

円

円

59,475
699,902,020,000

― 

棟

円建物共済

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

5,962
7,897,240,000

24,788,725

台

円

円

5,962
7,299,470,000

― 

台

円

農作物共済

水
稲

麦

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

57,653
120,290,563

5,659,045

a

円

円

50,868
116,696,000

― 

a

円

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

10,777
6,571,227

621,325

a

円

円

9,858
6,308,000

― 

a

円

畑作物共済

大
豆

そ
ば

　損
害
の
未
然
防
止
と
安
定
生
産
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
交
付
対
象
者
・
交
付
限
度
額
に

は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
各

支
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
鳥
獣
害
防
止
対
策
助
成
事
業

﹇
申
請
期
限
﹈
平
成
30
年
11
月
末

　
有
害
鳥
獣
の
駆
除
お
よ
び
侵
入
防
止
対

策
を
講
じ
て
い
る
農
作
物
・
畑
作
物
共
済

加
入
組
合
員
及
び
加
入
組
合
員
が
含
ま
れ

る
団
体
に
対
し
て
費
用
の
一
部
を
助
成
。

　
①
侵
入
防
止
資
材
等
購
入
助
成

　
　…

資
材
代
の
10
％（
１
件
10
万
円
限
度
）

　
②
捕
獲
檻
維
持
管
理
助
成

　
　…

１
基
当
た
り
３
，０
０
０
円

　
③
捕
獲
檻
購
入
助
成

　
　…

購
入
費
の
50
％
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１
基
当
た
り
５
万
円
限
度
）

■
担
い
手
病
虫
害
防
除
助
成
事
業
　

﹇
申
請
期
限
﹈
平
成
30
年
10
月
末

　
作
付
規
模
の
大
き
な
組
合
員
に
適
切
な

病
虫
害
防
除
を
促
し
、
損
害
の
発
生
を
未

然
に
防
止
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
。

　
①
水
稲
・
麦
作
付
面
積
の
合
計
が
４
ha

以
上
の
組
合
員

　
　…

加
入
面
積
10
ａ
当
た
り
１
０
０
円

　
②
大
豆
作
付
面
積
の
合
計
が
２
ha
以
上

の
組
合
員
　
　
　

　
　…

加
入
面
積
10
ａ
当
た
り
１
０
０
円

　
　
　（
　
ha
を
超
え
る
場
合
は
超
え
た
部

　
　
　  

分
に
つ
い
て
10
ａ
当
た
り
50
円
）

■
畜
舎
消
毒
助
成
事
業
　

　
プ
ル
ス
フ
ォ
グ
に
よ
り
畜
舎
消
毒
を
実

施
し
た
組
合
員
に
費
用
の
一
部
を
助
成
。  

　…

１
回
１
，５
０
０
円

　
　

﹇
申
請
期
限
﹈
全
事
業
と
も
平
成
31
年
１
月
末

■
侵
入
防
止
柵
等
設
置
助
成
事
業

　
メ
ッ
シ
ュ
柵
、
電
気
柵
、
テ
グ
ス
に
よ

る
鳥
獣
侵
入
防
止
対
策
を
講
じ
る
設
備
に

係
る
費
用
の
一
部
を
助
成
。
　

　…

資
材
代
の
10
％
（
１
件
10
万
円
限
度
）

■
カ
ラ
ス
捕
獲
檻
助
成
事
業

　
カ
ラ
ス
捕
獲
檻
設
置
の
維
持
管
理
に
対

す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
。

　…

１
基
当
た
り
２
万
円
限
度

■
駆
除
助
成
事
業

　
駆
除
を
実
施
し
た
果
実
出
荷
団
体
等
に

助
成
。

　…

駆
除
経
費
の
20
％
限
度

■
事
故
拡
大
防
止
事
業

　
園
芸
施
設
共
済
加
入
者
に
対
し
、
補
修

テ
ー
プ
、ハ
ウ
ス
バ
ン
ド
、補
修
紐
を
配
布
。

平
成
30
年
度

損
害
防
止
事
業

農
作
物
共
済
・
畑
作
物
共
済

家
畜
共
済

果
樹
共
済

園
芸
施
設
共
済

10

農機具共済

園芸施設共済
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各 種 共 済 の お し ら せ

サポート情報
N O S A I  S U P P O R T  I N F O R M A T I O N

いままでの農業災害補償法が改正され、収入保険制度の創設と農業共済制度の見直しが行われました。
すべての農家にセーフティーネットをお届けできるよう、農家の経営状況に合った保険制度をご案内していきます。

各事業の詳しい変更点等は、改めてお知らせいたします。 

■改正後の主なスケジュール

平成30年4月１日から農業保険法が施行されました。

収入保険（創設） 農業共済（見直し）農業共済（見直し）

●～ 11 月… 加入申請
●12 月…… 保険料等の納付

収入保険制度スタート

●個人…１～12月
●法人…各法人が設定した
　　　　事業年度の１年間

●家畜共済
　・死廃共済と病傷共済を分離して選択加入可能
　・肥育牛等の補償金額を事故時の資産価値に変更
　・共済加入者間で取引された家畜の待期間の廃止
　・家畜商経由で販売した牛白血病を補償可能
●園芸施設共済
　・短期加入の廃止

●農作物共済
　・当然加入制を廃止し、任意加入制へ移行
　・一筆半損特約の新設
●農作物・畑作物共済
　・地域インデックス方式の新設

●家畜共済
　・初診料を含めた診療費全体の１割を自己負担へ変更

●個人…３～６月
●法人…事業年度終了後、
　　　　３～６カ月

2018年
（平成30年）

（平成31年）

2020年

2021年

2022年

2019年

保険期間

保険金等の請求・支払い

１月共済責任開始分から

１月共済責任開始分から

２０１９年産から

●果樹共済
　・地域インデックス方式の新設

２０２０年産から

●農作物・畑作物共済
　・一筆方式の廃止

２０２２年産から

農業保険法がスタート

※保険料・積立金は分割支払も可能です。
　（最終の納付期限は保険期間の８月末）

詳しくは
お問い合わせ

ください

平成 31年 1月から全ての農産物を対象に収入減少を補てんする

「収入保険」が始まります！
農業で新しい品目の導入、
販路拡大などにチャレンジしたいんだけど、

様々なリスクがあるんだよねー。

大丈夫！収入保険に
まかせてください！

自然災害で
収量減少

市場価格の低下 災害により
作付不能

けがや病気で
収穫ができない

倉庫が浸水して
売り物にならない

取引先が倒産 盗難や運搬中の
事故

輸出時の
為替変動

収入保険は様々なリスクから
農業経営を守ります！！
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各 種 共 済 の お し ら せ

サポート情報
N O S A I  S U P P O R T  I N F O R M A T I O N
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すべての農家にセーフティーネットをお届けできるよう、農家の経営状況に合った保険制度をご案内していきます。
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平成30年4月１日から農業保険法が施行されました。
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●家畜共済
　・初診料を含めた診療費全体の１割を自己負担へ変更

●個人…３～６月
●法人…事業年度終了後、
　　　　３～６カ月

2018年
（平成30年）

（平成31年）

2020年

2021年

2022年

2019年

保険期間

保険金等の請求・支払い

１月共済責任開始分から

１月共済責任開始分から

２０１９年産から

●果樹共済
　・地域インデックス方式の新設

２０２０年産から

●農作物・畑作物共済
　・一筆方式の廃止

２０２２年産から

農業保険法がスタート

※保険料・積立金は分割支払も可能です。
　（最終の納付期限は保険期間の８月末）

詳しくは
お問い合わせ

ください

平成 31年 1月から全ての農産物を対象に収入減少を補てんする

「収入保険」が始まります！
農業で新しい品目の導入、
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各 種 共 済 の お し ら せ

サポート情報
N O S A I  S U P P O R T  I N F O R M A T I O N

大豆・そばとも全相殺方式への加入は、おおむね全量をJA等へ出荷していること、過去５
カ年の出荷データが得られる方が条件となります。

加入方式

一筆７割補償

半相殺８割補償
大豆

補償内容

圃場ごとの基準収穫量に対し、３割を超える減収が
あった場合。

農家ごとの基準収穫量の合計に対し、２割を超える減収
があった場合。増収耕地は基準収穫量で計算します。

全相殺８割補償そば 農家ごとの総基準収穫量の合計に対し、２割を超える
減収があった場合。増収と減収を相殺します。

畑作物の直接支払交付金申請者 
上記以外の農業者 
種子用 
丹波黒 
その他黒大豆

1類

2類
3類

2類
畑作物の直接支払交付金申請者
上記以外の農業者 

第１位
305
122
355
490
341

第２位
275
110
320
441
307

第３位
244
98

284
392
273

第４位
214
85

249
343
239

第５位
183
73

213
294
205

第６位
122

第７位
110

第８位
98

第９位
85

第10位
73

609
243

548
219

487
194

426
170

365
146

243 219 194 170 146

※畑作物の直接支払交付金の申請ができる方は
認定農業者、集落営農、認定新規就農者です。

秋そばを５アール以上栽培する農家です。

6月１日～７月１０日まで

７月１０日～８月１０日まで

申込期間加入要件

類区分ごとに（１類…黒大豆以外の大豆、２類…丹波黒、
３類…その他黒豆）５アール以上栽培する農家です。大豆

そば

　平
成
３０
年
産
よ
り
畑
作
物（
大
豆
）共
済
に
つ

い
て
は
組
合
員
別
の
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率

を
導
入
し
ま
す
。

　適
用
さ
れ
る
掛
金
率
に
つ
い
て
は
、組
合
員
そ

れ
ぞ
れ
の
過
去
の
被
害
率
に
応
じ
て
設
定
し
て

お
り
ま
す
。

※

無
事
戻
し
の
廃
止

　
　平
成
29
年
度
ま
で
行
っ
て
い
た
無
事
戻
し
は
、今
般

の
制
度
改
正
に
よ
り
平
成
３０
年
度
か
ら
廃
止
と
な
り

ま
し
た
。

全相殺９割補償
おすすめ 農家ごとの総基準収穫量の合計に対し、１割を超える

減収があった場合。増収と減収を相殺します。
全相殺方式に加入いただいた方には乾燥調製施設の
利用料の一部（200円／10a）を助成します。

■選択できる1㎏当たりの補償金額一覧表

■加入要件と申込期間

■加入方式

段階数
1
2
3
4
5
6
7

新規加入者

共済掛金率（％）
10.0
8.2
7.2
6.4
5.7
5.2
5.0
6.7

■１類…黒大豆以外の
　　　　大豆（白大豆等） 共済掛金率（％）

■2類…丹波黒
段階数

1
2
3

新規加入者

10.2
6.4
5.1
6.9

共済掛金率（％）

■３類…丹波黒以外の
　　　　黒大豆

段階数
1
2

新規加入者

9.4
4.6
6.9

上段の表は一筆方式の掛金率です。

畑
作
物（
大
豆
）共
済

組
合
員
別
の
危
険
段
階
別

共
済
掛
金
率
を
導
入
し
ま
す

自
分
の
掛
金
率
は

ど
れ
に
該
当
し
て
い
る
の
か…
。

詳
し
く
は
お
近
く
の
支
所
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
！

 

大
豆・そ
ば
の
栽
培
は
、天
候
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、毎
年
の
よ
う
に
湿
害

等
に
よ
り
発
芽
不
良
や
生
育
不
良
が
発
生
し
て
い
ま
す
。ま
た
、イ
ノ
シ
シ
や

シ
カ
に
よ
る
踏
み
込
み
や
食
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
災
害
に
備
え
る
た
め
、畑
作
物
共
済
に
加
入
し
、経
営
の
安
定

に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
産
大
豆・そ
ば

加
入
推
進
中
で
す
！

大豆

そば
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大豆・そばとも全相殺方式への加入は、おおむね全量をJA等へ出荷していること、過去５
カ年の出荷データが得られる方が条件となります。

加入方式

一筆７割補償

半相殺８割補償
大豆

補償内容

圃場ごとの基準収穫量に対し、３割を超える減収が
あった場合。

農家ごとの基準収穫量の合計に対し、２割を超える減収
があった場合。増収耕地は基準収穫量で計算します。

全相殺８割補償そば 農家ごとの総基準収穫量の合計に対し、２割を超える
減収があった場合。増収と減収を相殺します。

畑作物の直接支払交付金申請者 
上記以外の農業者 
種子用 
丹波黒 
その他黒大豆

1類

2類
3類

2類
畑作物の直接支払交付金申請者
上記以外の農業者 

第１位
305
122
355
490
341

第２位
275
110
320
441
307

第３位
244
98

284
392
273

第４位
214
85

249
343
239

第５位
183
73

213
294
205

第６位
122

第７位
110

第８位
98

第９位
85

第10位
73

609
243

548
219

487
194

426
170

365
146

243 219 194 170 146

※畑作物の直接支払交付金の申請ができる方は
認定農業者、集落営農、認定新規就農者です。

秋そばを５アール以上栽培する農家です。

6月１日～７月１０日まで

７月１０日～８月１０日まで

申込期間加入要件

類区分ごとに（１類…黒大豆以外の大豆、２類…丹波黒、
３類…その他黒豆）５アール以上栽培する農家です。大豆

そば

　平
成
３０
年
産
よ
り
畑
作
物（
大
豆
）共
済
に
つ

い
て
は
組
合
員
別
の
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率

を
導
入
し
ま
す
。

　適
用
さ
れ
る
掛
金
率
に
つ
い
て
は
、組
合
員
そ

れ
ぞ
れ
の
過
去
の
被
害
率
に
応
じ
て
設
定
し
て

お
り
ま
す
。

※

無
事
戻
し
の
廃
止

　
　平
成
29
年
度
ま
で
行
っ
て
い
た
無
事
戻
し
は
、今
般

の
制
度
改
正
に
よ
り
平
成
３０
年
度
か
ら
廃
止
と
な
り

ま
し
た
。

全相殺９割補償
おすすめ 農家ごとの総基準収穫量の合計に対し、１割を超える

減収があった場合。増収と減収を相殺します。
全相殺方式に加入いただいた方には乾燥調製施設の
利用料の一部（200円／10a）を助成します。

■選択できる1㎏当たりの補償金額一覧表

■加入要件と申込期間

■加入方式

段階数
1
2
3
4
5
6
7

新規加入者

共済掛金率（％）
10.0
8.2
7.2
6.4
5.7
5.2
5.0
6.7

■１類…黒大豆以外の
　　　　大豆（白大豆等） 共済掛金率（％）

■2類…丹波黒
段階数

1
2
3

新規加入者

10.2
6.4
5.1
6.9

共済掛金率（％）

■３類…丹波黒以外の
　　　　黒大豆

段階数
1
2

新規加入者

9.4
4.6
6.9

上段の表は一筆方式の掛金率です。

畑
作
物（
大
豆
）共
済

組
合
員
別
の
危
険
段
階
別

共
済
掛
金
率
を
導
入
し
ま
す

自
分
の
掛
金
率
は

ど
れ
に
該
当
し
て
い
る
の
か…

。

詳
し
く
は
お
近
く
の
支
所
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
！

 

大
豆・そ
ば
の
栽
培
は
、天
候
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、毎
年
の
よ
う
に
湿
害

等
に
よ
り
発
芽
不
良
や
生
育
不
良
が
発
生
し
て
い
ま
す
。ま
た
、イ
ノ
シ
シ
や

シ
カ
に
よ
る
踏
み
込
み
や
食
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
災
害
に
備
え
る
た
め
、畑
作
物
共
済
に
加
入
し
、経
営
の
安
定

に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
産
大
豆・そ
ば

加
入
推
進
中
で
す
！

大豆

そば

平成２９年度事業実績・平成３０年度事業計画平成２９年度事業実績・平成３０年度事業計画

「安心の未来」拡充運動　はじまる
「より広く、より深く、農家のもとへ」を行動スローガンに計画達成を目指します！

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

1,324,924
7,603,934,245

23,181,827

a

円

円

1,348,115
7,818,721,000

― 

a

円

平成２９年度実績 平成３０年度計画

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

16,172
32,955,184

720,072

a

円

円

16,269
34,289,000

― 

a

円

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

73,851
6,576,614,800

530,140,484

頭

円

円

74,153
6,484,114,000

― 

頭

円家畜共済

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

39,164
1,342,310,000

10,351,658

a

円

円

37,887
1,289,400,000

― 

a

円果樹共済

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

4,896
2,015,105,000

632,395

棟

円

円

4,965
2,079,820,000

― 

棟

円

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

59,475
701,252,250,000

256,073,407

棟

円

円

59,475
699,902,020,000

― 

棟

円建物共済

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

5,962
7,897,240,000

24,788,725

台

円

円

5,962
7,299,470,000

― 

台

円

農作物共済

水
稲

麦

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

57,653
120,290,563

5,659,045

a

円

円

50,868
116,696,000

― 

a

円

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

10,777
6,571,227

621,325

a

円

円

9,858
6,308,000

― 

a

円

畑作物共済

大
豆

そ
ば

　損
害
の
未
然
防
止
と
安
定
生
産
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
交
付
対
象
者
・
交
付
限
度
額
に

は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
各

支
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
鳥
獣
害
防
止
対
策
助
成
事
業

﹇
申
請
期
限
﹈
平
成
30
年
11
月
末

　
有
害
鳥
獣
の
駆
除
お
よ
び
侵
入
防
止
対

策
を
講
じ
て
い
る
農
作
物
・
畑
作
物
共
済

加
入
組
合
員
及
び
加
入
組
合
員
が
含
ま
れ

る
団
体
に
対
し
て
費
用
の
一
部
を
助
成
。

　
①
侵
入
防
止
資
材
等
購
入
助
成

　
　…

資
材
代
の
10
％（
１
件
10
万
円
限
度
）

　
②
捕
獲
檻
維
持
管
理
助
成

　
　…

１
基
当
た
り
３
，０
０
０
円

　
③
捕
獲
檻
購
入
助
成

　
　…

購
入
費
の
50
％

　
　
　（
１
基
当
た
り
５
万
円
限
度
）

■
担
い
手
病
虫
害
防
除
助
成
事
業
　

﹇
申
請
期
限
﹈
平
成
30
年
10
月
末

　
作
付
規
模
の
大
き
な
組
合
員
に
適
切
な

病
虫
害
防
除
を
促
し
、
損
害
の
発
生
を
未

然
に
防
止
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
。

　
①
水
稲
・
麦
作
付
面
積
の
合
計
が
４
ha

以
上
の
組
合
員

　
　…

加
入
面
積
10
ａ
当
た
り
１
０
０
円

　
②
大
豆
作
付
面
積
の
合
計
が
２
ha
以
上

の
組
合
員
　
　
　

　
　…

加
入
面
積
10
ａ
当
た
り
１
０
０
円

　
　
　（
　
ha
を
超
え
る
場
合
は
超
え
た
部

　
　
　  
分
に
つ
い
て
10
ａ
当
た
り
50
円
）

■
畜
舎
消
毒
助
成
事
業
　

　
プ
ル
ス
フ
ォ
グ
に
よ
り
畜
舎
消
毒
を
実

施
し
た
組
合
員
に
費
用
の
一
部
を
助
成
。  

　…

１
回
１
，５
０
０
円

　
　

﹇
申
請
期
限
﹈
全
事
業
と
も
平
成
31
年
１
月
末

■
侵
入
防
止
柵
等
設
置
助
成
事
業

　
メ
ッ
シ
ュ
柵
、
電
気
柵
、
テ
グ
ス
に
よ

る
鳥
獣
侵
入
防
止
対
策
を
講
じ
る
設
備
に

係
る
費
用
の
一
部
を
助
成
。
　

　…

資
材
代
の
10
％
（
１
件
10
万
円
限
度
）

■
カ
ラ
ス
捕
獲
檻
助
成
事
業

　
カ
ラ
ス
捕
獲
檻
設
置
の
維
持
管
理
に
対

す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
。

　…

１
基
当
た
り
２
万
円
限
度

■
駆
除
助
成
事
業

　
駆
除
を
実
施
し
た
果
実
出
荷
団
体
等
に

助
成
。

　…

駆
除
経
費
の
20
％
限
度

■
事
故
拡
大
防
止
事
業

　
園
芸
施
設
共
済
加
入
者
に
対
し
、
補
修

テ
ー
プ
、ハ
ウ
ス
バ
ン
ド
、補
修
紐
を
配
布
。

平
成
30
年
度

損
害
防
止
事
業

農
作
物
共
済
・
畑
作
物
共
済

家
畜
共
済

果
樹
共
済

園
芸
施
設
共
済

10

農機具共済

園芸施設共済

07



各 種 共 済 の お し ら せ

サポート情報
N O S A I  S U P P O R T  I N F O R M A T I O N

収
入
保
険
課…

　収
入
保
険
、
庶
務
、

　広
報
、
シ
ス
テ
ム

事
業
一
課…

　農
作
物
、
畑
作
物
、

　建
物
、
農
機
具

事
業
二
課…

　家
畜
、
果
樹
、

　園
芸
施
設

各
課
の
仕
事
内
容

諸
内
規
則
一
部
変
更
な
ど

全
12
議
案
を
可
決
承
認

―

第
５
回
通
常
総
代
会
開
催―

　

　
第
５
回
通
常
総
代
会
を

平
成
30
年
5
月
28
日
に
、

当
組
合
本
所
（
北
栄
町
）

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
代
１
４
９
人
（
う
ち

書
面
決
議
80
人
）
の
出
席

の
中
、
倉
吉
市
の
松
本
幸

男
総
代
が
議
長
に
選
任
さ

れ
、
諸
内
規
則
の
一
部
変

更
な
ど
12
議
案
に
つ
い
て

慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、

全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
農
業
保
険
制
度
の
機
能

と
役
割
を
発
揮
す
る
た
め
、

農
業
の
経
営
安
定
と
地
域

農
業
へ
の
支
援
を
行
い
、

積
極
的
に
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

参
　
　
事

総
務
部

部
　
　
長

総
務
課 

課
　
　
長
　

課
長
補
佐
　

主
　
　
幹

主
　
　
任

主
　
　
事

収
入
保
険
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

主
　
　
事
　

嘱
　
　
託

事
業
部

部
　
　
長

事
業
一
課 

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

係
　
　
長

主
　
　
任

事
業
二
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

係
　
　
長

主
　
　
任

主
　
　
任

主
　
　
事

監
査
室

室
長
（
兼
）

嘱
託
（
兼
）

本
　池
　
　
　令

田
　嶋
　義
　人

村
　田
　卓
　生

絹
　見
　孝
一
郎

谷
　口
　賢
　司

中
　江
　綾
　香

財
　原
　麻
　衣

中
　本
　浩
　二

乾
　
　
　正
　明

柴
　田
　学
　彦

青
　戸
　裕
　二

松
　田
　
　
　明

宮
　本
　雅
　則

 

山
　本
　勘
次
郎

中
　川
　新
　朗

天
　津
　康
　彦

谷
　本
　裕
　剛

前
　田
　翔
　太

野
　口
　晴
　文

早
　志
　敬
　治

小
　林
　敬
　之

谷
　口
　
　
　惇

平
　井
　亮
　輔

中
　尾
　里
　穂

中
　本
　浩
　二

松
　田
　
　
　明

●
本
　所

支 

所 

長

収
入
保
険
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

係
　
　
長

主
　
　
任

事
業
一
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

主
　
　
幹

主
　
　
幹

主
　
　
任

主
　
　
任

主
　
　
事

主
　
　
事

事
業
二
課 

課
　
　
長

課
長
補
佐

主
　
　
幹

主
　
　
任

主
　
　
任

主
　
　
事

主
　
　
事

嘱
　
　
託

山
　下
　
　
　武

梶
　川
　祐
　一

福
　政
　陽
　子

福
　山
　耕
　平

高
　見
　真
由
美

小
　林
　正
　樹

西
　村
　誠
　司

小
　谷
　敏
　彦

中
　村
　哲
　彦

中
　林
　興
　輔

平
　尾
　哲
　子

南
　口
　翔
　太

六
　井
　
　
　彩

森
　本
　
　
　司

中
　井
　一
　郎

永
　原
　
　
　聡

鎌
　谷
　正
　彦

荒
　木
　
　
　望

前
　田
　裕
　太

川
　戸
　悟
　史

長
　戸
　孝
　允

田
　中
　俊
　光

●
東
部
支
所

支 

所 

長

収
入
保
険
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

主
　
　
任

主
　
　
任

事
業
一
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

係
　
　
長

主
　
　
任

主
　
　
任

主
　
　
事

事
業
二
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

主
　
　
幹

主
　
　
幹

係
　
　
長

係
　
　
長
　

主
　
　
任
　
　

主
　
　
任
　
　

主
　
　
事
　
　

主
　
　
事
　
　

主
　
　
事
　
　 井

　川
　敦
　雄

前
　田
　典
　顕

中
　嶋
　宏
　司

豊
　嶋
　幸
　男

米
　林
　真
　紀

樋
　口
　雅
　人

井
　上
　
　
　誠

尾
　﨑
　正
二
郎

堀
　尾
　宏
　司

小
　椋
　郁
　美

小
　椋
　雅
　和

石
　谷
　昌
　平

万
　場
　
　
　彰

松
　本
　一
　宏

谷
　尻
　英
　信

北
　邨
　裕
　之

新
　
　
　直
　幸

生
　原
　由
　紀

中
　本
　一
　也

根
　鈴
　健
　之

藤
　原
　達
　矢

伊
　藤
　裕
　貴

田
　中
　
　
　遼

杉
　信
　洸
　生

●
中
部
支
所

支 

所 

長

収
入
保
険
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

主
　
　
幹

主
　
　
事

事
業
一
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

主
　
　
幹

係
　
　
長

主
　
　
事

主
　
　
事

主
　
　
事

事
業
二
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

主
　
　
幹

係
　
　
長

主
　
　
任

主
　
　
任

主
　
　
事

森
　田
　博
　文

池
　本
　
　
　潤

吉
　村
　一
　郎

森
　田
　英
　二

青
　木
　理
　恵

新
　田
　
　
　学

大
　江
　直
　弘

松
　岡
　久
　朗

小
　西
　陽
　平

大
　塚
　俊
　也

齋
　木
　政
　宏

田
　中
　咲
　月

北
　峯
　裕
　太

衹
　園
　美
　穂

石
　脇
　知
　克

金
　田
　
　
　準

西
　田
　顕
　一

宇
田
川
　明
　寛

小
　竹
　紋
　子

有
　福
　和
　晃

安
　藤
　一
　英

●
西
部
支
所

本
　
　所

所
　
　
長

次
長
（
兼
）

主
　
　
幹

主
　
　
幹

主
　
　
幹

係
　
　
長

獣 

医 

師

獣 

医 

師

嘱
　
　
託

東
部
支
所

支 

所 

長

主
　
　
幹

係
　
　
長

西
部
支
所

支 

所 

長

係
　
　
長

獣 

医 

師

獣 

医 

師

嘱
　
　
託

門
　脇
　文
　生

早
　志
　敬
　治

河
　野
　信
　嗣

田
　中
　久
美
子

田
　中
　比
奈
子

郡
　司
　庸
　介

佐
　竹
　紗
　季

小
　西
　奈
菜
子

渡
　部
　剛
　史

砂
　田
　嘉
　秋

福
　澤
　大
　輔

原
　田
　麻
希
子

小
笠
原
　剛
　士

増
　田
　美
沙
子

長
谷
川
　な
ぎ
さ

鈴
　木
　将
　右

村
　上
　千
　里

●
家
畜
診
療
所

30
年
度
職
員
紹
介

新
規
採
用
者

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
！

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

東部支所
森本　司

東部支所
長戸　孝允

中部支所
田中　遼

中部支所
杉信　洸生

西部支所
北峯　裕太

西部支所
青木　理恵

（
平
成
30
年
６
月
１
日
現
在
）

事
業
功
績
者
の
部

第
１
号
議
案
　
諸
内
規
則
一
部
変
更
の
件

第
２
号
議
案
　
業
務
報
告
書
承
認
の
件
﹇
平
成
29
年
度
事

業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、

損
益
計
算
書
及
び
剰
余
金
処
分
（
不
足
金

処
理
）
案
﹈

第
３
号
議
案
　
平
成
30
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
概
算

書
設
定
の
件

第
４
号
議
案
　
平
成
30
年
度
事
務
費
賦
課
金
徴
収
方
法
決

定
の
件

第
５
号
議
案
　
特
別
積
立
金
取
崩
し
の
件

第
６
号
議
案
　
有
形
固
定
資
産
処
分
の
件 

第
７
号
議
案
　
農
作
物
（
麦
）
共
済
危
険
段
階
基
準
共
済

掛
金
率
等
設
定
方
法
の
件

第
８
号
議
案
　
平
成
30
年
度
役
員
、
損
害
評
価
会
支
所
部

会
委
員
、
共
済
部
長
及
び
顧
問
の
報
酬
額

決
定
の
件

第
９
号
議
案
　
平
成
30
年
度
借
入
金
最
高
限
度
額
等
決
定

の
件

第
10
号
議
案
　
平
成
30
年
度
余
裕
金
預
入
先
決
定
の
件

第
11
号
議
案
　
損
害
評
価
会
委
員
及
び
家
畜
診
療
所
運
営

委
員
選
任
承
認
の
件

第
12
号
議
案
　
附
帯
決
議
の
件

主
な
議
案

多
年
に
わ
た
り
事
業
運
営
や
事

業
推
進
に
特
に
貢
献
し
た
基
礎

組
織
役
員
等

表
彰

理
由

鳥

取

市

鳥

取

市

鳥

取

市

鳥
取
市
国
府
町

鳥
取
市
鹿
野
町

鳥
取
市
青
谷
町

八

頭

町

八

頭

町

鳥
取
市
河
原
町

智

頭

町

倉

吉

市

倉

吉

市

湯
梨
浜
町

湯
梨
浜
町

三

朝

町

倉
吉
市
関
金
町

北

栄

町

北

栄

町

北

栄

町

琴

浦

町

米

子

市

米

子

市

南

部

町

米
子
市
淀
江
町

大

山

町

大

山

町

井
　
上
　
栄
　
一

山
　
本
　
孝
　
明

田
　
中
　
浩
　
雄

川
　
上
　
勝
　
温

原
　
田
　
晏
　
年

森
　
　
　
寛
　
人

今
　
嶋
　
一
　
夫

奥
　
田
　
陽
一
郎

上
　
田
　
隆
　
則

声
　
高
　
幹
　
男

伊
　
東
　
正
　
夫

田
　
村
　
順
　
一

会
　
見
　
吉
　
秀

清
　
水
　
彰
　
人

朝
　
倉
　
孝
　
好

山
　
崎
　
重
　
三

石
　
田
　
克
　
美

徳
　
山
　
克
　
之

宮
　
川
　
幸
　
治

八
　
軒
　
泰
　
則

湯
　
原
　
輝
　
男

武
　
部
　
　
　
肇

篠
　
本
　
道
　
夫

林
　
原
　
　
　
寛

徳
　
永
　
光
　
明

美
　
甘
　
　
　
稔

大

山

町

日

南

町

江

府

町

伯

耆

町

　
鳥

取

市

鳥

取

市

琴

浦

町

伯

耆

町

鳥

取

市

琴

浦

町

琴

浦

町

米

子

市

大

山

町

瀬
　
原
　
磯
　
治

石
　
田
　
　
　
久

川
　
上
　
正
　
昭

山
　
本
　
邦
　
良

安
　
治
　
嘉
　
昭

北
　
村
　
定
　
則

福
　
本
　
高
　
博

森
　
田
　
公
　
幸

的

場

集

落

宮

場

集

落

三

保

集

落

彦
名
八
区
集
落

宮

内

集

落

表

彰
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝
し
、

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

建
物
共
済
の
部（
共
済
部
長
）

平
成
29
年
度
に
建
物
共
済
の
加
入

推
進
に
努
め
、
組
合
に
対
し
て
多

大
な
貢
献
の
あ
っ
た
共
済
部
長

表
彰

理
由建

物
共
済
の
部（
集
落
）

平
成
29
年
度
に
建
物
共
済
の
加

入
推
進
に
努
め
、
組
合
に
対
し

て
多
大
な
貢
献
の
あ
っ
た
集
落

表
彰

理
由

収
入
保
険
課…

　収
入
保
険
、
庶
務
、

　広
報
、
シ
ス
テ
ム

事
業
一
課…

　農
作
物
、
畑
作
物
、

　建
物
、
農
機
具

事
業
二
課…

　家
畜
、
果
樹
、

　園
芸
施
設

各
課
の
仕
事
内
容

諸
内
規
則
一
部
変
更
な
ど

全
12
議
案
を
可
決
承
認

―

第
５
回
通
常
総
代
会
開
催―

　

　
第
５
回
通
常
総
代
会
を

平
成
30
年
5
月
28
日
に
、

当
組
合
本
所
（
北
栄
町
）

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
代
１
４
９
人
（
う
ち

書
面
決
議
80
人
）
の
出
席

の
中
、
倉
吉
市
の
松
本
幸

男
総
代
が
議
長
に
選
任
さ

れ
、
諸
内
規
則
の
一
部
変

更
な
ど
12
議
案
に
つ
い
て

慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、

全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
農
業
保
険
制
度
の
機
能

と
役
割
を
発
揮
す
る
た
め
、

農
業
の
経
営
安
定
と
地
域

農
業
へ
の
支
援
を
行
い
、

積
極
的
に
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

参
　
　
事

総
務
部

部
　
　
長

総
務
課 

課
　
　
長
　

課
長
補
佐
　

主
　
　
幹

主
　
　
任

主
　
　
事

収
入
保
険
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

主
　
　
事
　

嘱
　
　
託

事
業
部

部
　
　
長

事
業
一
課 

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

係
　
　
長

主
　
　
任

事
業
二
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

係
　
　
長

主
　
　
任

主
　
　
任

主
　
　
事

監
査
室

室
長
（
兼
）

嘱
託
（
兼
）

本
　池
　
　
　令

田
　嶋
　義
　人

村
　田
　卓
　生

絹
　見
　孝
一
郎

谷
　口
　賢
　司

中
　江
　綾
　香

財
　原
　麻
　衣

中
　本
　浩
　二

乾
　
　
　正
　明

柴
　田
　学
　彦

青
　戸
　裕
　二

松
　田
　
　
　明

宮
　本
　雅
　則

 

山
　本
　勘
次
郎

中
　川
　新
　朗

天
　津
　康
　彦

谷
　本
　裕
　剛

前
　田
　翔
　太

野
　口
　晴
　文

早
　志
　敬
　治

小
　林
　敬
　之

谷
　口
　
　
　惇

平
　井
　亮
　輔

中
　尾
　里
　穂

中
　本
　浩
　二

松
　田
　
　
　明

●
本
　所

支 

所 

長

収
入
保
険
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

係
　
　
長

主
　
　
任

事
業
一
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

主
　
　
幹

主
　
　
幹

主
　
　
任

主
　
　
任

主
　
　
事

主
　
　
事

事
業
二
課 

課
　
　
長

課
長
補
佐

主
　
　
幹

主
　
　
任

主
　
　
任

主
　
　
事

主
　
　
事

嘱
　
　
託

山
　下
　
　
　武

梶
　川
　祐
　一

福
　政
　陽
　子

福
　山
　耕
　平

高
　見
　真
由
美

小
　林
　正
　樹

西
　村
　誠
　司

小
　谷
　敏
　彦

中
　村
　哲
　彦

中
　林
　興
　輔

平
　尾
　哲
　子

南
　口
　翔
　太

六
　井
　
　
　彩

森
　本
　
　
　司

中
　井
　一
　郎

永
　原
　
　
　聡

鎌
　谷
　正
　彦

荒
　木
　
　
　望

前
　田
　裕
　太

川
　戸
　悟
　史

長
　戸
　孝
　允

田
　中
　俊
　光

●
東
部
支
所

支 

所 

長

収
入
保
険
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

主
　
　
任

主
　
　
任

事
業
一
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

係
　
　
長

主
　
　
任

主
　
　
任

主
　
　
事

事
業
二
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

主
　
　
幹

主
　
　
幹

係
　
　
長

係
　
　
長
　

主
　
　
任
　
　

主
　
　
任
　
　

主
　
　
事
　
　

主
　
　
事
　
　

主
　
　
事
　
　 井

　川
　敦
　雄

前
　田
　典
　顕

中
　嶋
　宏
　司

豊
　嶋
　幸
　男

米
　林
　真
　紀

樋
　口
　雅
　人

井
　上
　
　
　誠

尾
　﨑
　正
二
郎

堀
　尾
　宏
　司

小
　椋
　郁
　美

小
　椋
　雅
　和

石
　谷
　昌
　平

万
　場
　
　
　彰

松
　本
　一
　宏

谷
　尻
　英
　信

北
　邨
　裕
　之

新
　
　
　直
　幸

生
　原
　由
　紀

中
　本
　一
　也

根
　鈴
　健
　之

藤
　原
　達
　矢

伊
　藤
　裕
　貴

田
　中
　
　
　遼

杉
　信
　洸
　生

●
中
部
支
所

支 

所 

長

収
入
保
険
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

主
　
　
幹

主
　
　
事

事
業
一
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

主
　
　
幹

係
　
　
長

主
　
　
事

主
　
　
事

主
　
　
事

事
業
二
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

主
　
　
幹

係
　
　
長

主
　
　
任

主
　
　
任

主
　
　
事

森
　田
　博
　文

池
　本
　
　
　潤

吉
　村
　一
　郎

森
　田
　英
　二

青
　木
　理
　恵

新
　田
　
　
　学

大
　江
　直
　弘

松
　岡
　久
　朗

小
　西
　陽
　平

大
　塚
　俊
　也

齋
　木
　政
　宏

田
　中
　咲
　月

北
　峯
　裕
　太

衹
　園
　美
　穂

石
　脇
　知
　克

金
　田
　
　
　準

西
　田
　顕
　一

宇
田
川
　明
　寛

小
　竹
　紋
　子

有
　福
　和
　晃

安
　藤
　一
　英

●
西
部
支
所

本
　
　所

所
　
　
長

次
長
（
兼
）

主
　
　
幹

主
　
　
幹

主
　
　
幹

係
　
　
長

獣 

医 

師

獣 

医 

師

嘱
　
　
託

東
部
支
所

支 

所 

長

主
　
　
幹

係
　
　
長

西
部
支
所

支 

所 

長

係
　
　
長

獣 

医 

師

獣 

医 

師

嘱
　
　
託

門
　脇
　文
　生

早
　志
　敬
　治

河
　野
　信
　嗣

田
　中
　久
美
子

田
　中
　比
奈
子

郡
　司
　庸
　介

佐
　竹
　紗
　季

小
　西
　奈
菜
子

渡
　部
　剛
　史

砂
　田
　嘉
　秋

福
　澤
　大
　輔

原
　田
　麻
希
子

小
笠
原
　剛
　士

増
　田
　美
沙
子

長
谷
川
　な
ぎ
さ

鈴
　木
　将
　右

村
　上
　千
　里

●
家
畜
診
療
所

30
年
度
職
員
紹
介

新
規
採
用
者

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
！

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

東部支所
森本　司

東部支所
長戸　孝允

中部支所
田中　遼

中部支所
杉信　洸生

西部支所
北峯　裕太

西部支所
青木　理恵

（
平
成
30
年
６
月
１
日
現
在
）

事
業
功
績
者
の
部

第
１
号
議
案
　
諸
内
規
則
一
部
変
更
の
件

第
２
号
議
案
　
業
務
報
告
書
承
認
の
件
﹇
平
成
29
年
度
事

業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、

損
益
計
算
書
及
び
剰
余
金
処
分
（
不
足
金

処
理
）
案
﹈

第
３
号
議
案
　
平
成
30
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
概
算

書
設
定
の
件

第
４
号
議
案
　
平
成
30
年
度
事
務
費
賦
課
金
徴
収
方
法
決

定
の
件

第
５
号
議
案
　
特
別
積
立
金
取
崩
し
の
件

第
６
号
議
案
　
有
形
固
定
資
産
処
分
の
件 

第
７
号
議
案
　
農
作
物
（
麦
）
共
済
危
険
段
階
基
準
共
済

掛
金
率
等
設
定
方
法
の
件

第
８
号
議
案
　
平
成
30
年
度
役
員
、
損
害
評
価
会
支
所
部

会
委
員
、
共
済
部
長
及
び
顧
問
の
報
酬
額

決
定
の
件

第
９
号
議
案
　
平
成
30
年
度
借
入
金
最
高
限
度
額
等
決
定

の
件

第
10
号
議
案
　
平
成
30
年
度
余
裕
金
預
入
先
決
定
の
件

第
11
号
議
案
　
損
害
評
価
会
委
員
及
び
家
畜
診
療
所
運
営

委
員
選
任
承
認
の
件

第
12
号
議
案
　
附
帯
決
議
の
件

主
な
議
案

多
年
に
わ
た
り
事
業
運
営
や
事

業
推
進
に
特
に
貢
献
し
た
基
礎

組
織
役
員
等

表
彰

理
由

鳥

取

市

鳥

取

市

鳥

取

市

鳥
取
市
国
府
町

鳥
取
市
鹿
野
町

鳥
取
市
青
谷
町

八

頭

町

八

頭

町

鳥
取
市
河
原
町

智

頭

町

倉

吉

市

倉

吉

市

湯
梨
浜
町

湯
梨
浜
町

三

朝

町

倉
吉
市
関
金
町

北

栄

町

北

栄

町

北

栄

町

琴

浦

町

米

子

市

米

子

市

南

部

町

米
子
市
淀
江
町

大

山

町

大

山

町

井
　
上
　
栄
　
一

山
　
本
　
孝
　
明

田
　
中
　
浩
　
雄

川
　
上
　
勝
　
温

原
　
田
　
晏
　
年

森
　
　
　
寛
　
人

今
　
嶋
　
一
　
夫

奥
　
田
　
陽
一
郎

上
　
田
　
隆
　
則

声
　
高
　
幹
　
男

伊
　
東
　
正
　
夫

田
　
村
　
順
　
一

会
　
見
　
吉
　
秀

清
　
水
　
彰
　
人

朝
　
倉
　
孝
　
好

山
　
崎
　
重
　
三

石
　
田
　
克
　
美

徳
　
山
　
克
　
之

宮
　
川
　
幸
　
治

八
　
軒
　
泰
　
則

湯
　
原
　
輝
　
男

武
　
部
　
　
　
肇

篠
　
本
　
道
　
夫

林
　
原
　
　
　
寛

徳
　
永
　
光
　
明

美
　
甘
　
　
　
稔

大

山

町

日

南

町

江

府

町

伯

耆

町

　
鳥

取

市

鳥

取

市

琴

浦

町

伯

耆

町

鳥

取

市

琴

浦

町

琴

浦

町

米

子

市

大

山

町

瀬
　
原
　
磯
　
治

石
　
田
　
　
　
久

川
　
上
　
正
　
昭

山
　
本
　
邦
　
良

安
　
治
　
嘉
　
昭

北
　
村
　
定
　
則

福
　
本
　
高
　
博

森
　
田
　
公
　
幸

的

場

集

落

宮

場

集

落

三

保

集

落

彦
名
八
区
集
落

宮

内

集

落

表

彰
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝
し
、

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

建
物
共
済
の
部（
共
済
部
長
）

平
成
29
年
度
に
建
物
共
済
の
加
入

推
進
に
努
め
、
組
合
に
対
し
て
多

大
な
貢
献
の
あ
っ
た
共
済
部
長

表
彰

理
由建

物
共
済
の
部（
集
落
）

平
成
29
年
度
に
建
物
共
済
の
加

入
推
進
に
努
め
、
組
合
に
対
し

て
多
大
な
貢
献
の
あ
っ
た
集
落

表
彰

理
由
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本
　
　所

東
部
支
所

　
　
　
　

　
　

　
　
　
　
　
　

中
部
支
所

松
　田
　
　
　明
（
再
雇
用
）

福
　谷
　宣
　温

小
　林
　
　
　稔

福
　田
　幸
　司

田
　中
　俊
　光
（
再
雇
用
）

宮
　本
　裕
　澄

三
王
寺
　康
　希

重
　道
　宗
　克

杉
　本
　政
　道

大
　東
　雄
　太

NOSAI
ハッピー
ボイス
クロスワードの回答と
一緒に寄せられた
ご意見・感想の一部を
紹介します。

●
地
産
地
消
よ
か
っ
た
で
す
。も
っ
と
お

店
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

（
三
朝
町
　
68
歳
　
男
性
）

　
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
て
、ま
た
紹
介
で

き
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

●
わ
が
娘
も
莉
子
と
言
い
ま
す
。ま
ち
か

ど
ス
マ
イ
ル
・
表
紙
の
笑
顔
の
莉
子
様
を

見
て
と
て
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。　
　
　（
南
部
町
　
36
歳
　
女
性
）

　
今
回
は
、莉
子
さ
ん
が
２
人
も
登
場

し
ま
し
た
が
、ど
ち
ら
も
す
て
き
な
笑

顔
で
し
た
ね
。

●
孫
３
人
と
力
を
合
わ
せ
て
答
え
を
出

し
ま
し
た
。祖
父
に
は
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。　  （
鳥
取
市
　
75
歳
　
男
性
）

　
お
孫
さ
ん
と
世
代
を
超
え
て
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、今
後
も
お
も
し

ろ
い
問
題
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

●
県
外
か
ら
嫁
い
で
来
た
人
に「
い
た
だ

き
」の
作
り
方
を
聞
か
れ
た
の
で
す
が
わ

か
ら
な
く
て…

。こ
の
広
報
紙
を
見
せ
て

あ
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
大
山
町
　
62
歳
　
女
性
）

　
地
域
の
料
理
を
受
け
継
ぐ
き
っ
か

け
に
な
る
と
嬉
し
い
で
す
。

詳細についてはお近くのNOSAI へ
お問い合わせください。 掲示板

　
家
具
類（
テ
レ
ビ
な
ど
）

の
落
雷
事
故
、
農
機
具
の

事
故
が
発
生
し
た
場
合
、

す
ぐ
に
各
支
所
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　
事
故
に
よ
り
修
理
に
出

さ
れ
た
場
合
は
、
必
要
書

類
の
早
期
作
成
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
建
物
共
済
〉
落
雷
証
明

書 

な
ど

〈
農
機
具
共
済
〉
請
求
書

（
修
理
明
細
が
わ
か
る

も
の
）

　
平
成
30
年
３
月
31
日
付
け
で
10
名

の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た
。

　
農
業
共
済
新
聞
は
農
業
に

関
す
る
情
報
、
生
活
に
役
立

つ
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
年
間
４
，６
８
０
円
、

購
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
共
済
新
聞
の
購
読
を

早
期
支
払
い
の
た
め
に

　
こ
の
度
、
す
べ
て
の
支

所
で
コ
ン
ビ
ニ
納
入
の
取

り
扱
い
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、

利
便
性
の
向
上
と
現
金
納

入
の
取
り
扱
い
に
よ
る
事

故
防
止
の
た
め
、
共
済
掛

金
等
の
納
入
に
つ
い
て
、

口
座
振
替
の
利
用
を
勧
め

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
掛
金
等
を
現
金

で
納
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、

口
座
振
替
ま
た
は
コ
ン
ビ

ニ
納
入
で
の
お
支
払
い
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

コ
ン
ビ
ニ
納
入
の

取
り
扱
い
開
始
！

　
５
月
16
日
の
地
鎮
祭
を

終
え
、
11
月
の
完
成
に
向

け
て
西
部

支
所
の
建

築
が
始
ま

り
ま
し
た
。

西
部
支
所

い
よ
い
よ
建
築
へ

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

収
入
保
険
課…

　収
入
保
険
、
庶
務
、

　広
報
、
シ
ス
テ
ム

事
業
一
課…

　農
作
物
、
畑
作
物
、

　建
物
、
農
機
具

事
業
二
課…

　家
畜
、
果
樹
、

　園
芸
施
設

各
課
の
仕
事
内
容

諸
内
規
則
一
部
変
更
な
ど

全
12
議
案
を
可
決
承
認

―

第
５
回
通
常
総
代
会
開
催―

　

　
第
５
回
通
常
総
代
会
を

平
成
30
年
5
月
28
日
に
、

当
組
合
本
所
（
北
栄
町
）

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
代
１
４
９
人
（
う
ち

書
面
決
議
80
人
）
の
出
席

の
中
、
倉
吉
市
の
松
本
幸

男
総
代
が
議
長
に
選
任
さ

れ
、
諸
内
規
則
の
一
部
変

更
な
ど
12
議
案
に
つ
い
て

慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、

全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
農
業
保
険
制
度
の
機
能

と
役
割
を
発
揮
す
る
た
め
、

農
業
の
経
営
安
定
と
地
域

農
業
へ
の
支
援
を
行
い
、

積
極
的
に
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

参
　
　
事

総
務
部

部
　
　
長

総
務
課 

課
　
　
長
　

課
長
補
佐
　

主
　
　
幹

主
　
　
任

主
　
　
事

収
入
保
険
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

主
　
　
事
　

嘱
　
　
託

事
業
部

部
　
　
長

事
業
一
課 

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

係
　
　
長

主
　
　
任

事
業
二
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

係
　
　
長

主
　
　
任

主
　
　
任

主
　
　
事

監
査
室

室
長
（
兼
）

嘱
託
（
兼
）

本
　池
　
　
　令

田
　嶋
　義
　人

村
　田
　卓
　生

絹
　見
　孝
一
郎

谷
　口
　賢
　司

中
　江
　綾
　香

財
　原
　麻
　衣

中
　本
　浩
　二

乾
　
　
　正
　明

柴
　田
　学
　彦

青
　戸
　裕
　二

松
　田
　
　
　明

宮
　本
　雅
　則

 

山
　本
　勘
次
郎

中
　川
　新
　朗

天
　津
　康
　彦

谷
　本
　裕
　剛

前
　田
　翔
　太

野
　口
　晴
　文

早
　志
　敬
　治

小
　林
　敬
　之

谷
　口
　
　
　惇

平
　井
　亮
　輔

中
　尾
　里
　穂

中
　本
　浩
　二

松
　田
　
　
　明

●
本
　所

支 

所 

長

収
入
保
険
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

係
　
　
長

主
　
　
任

事
業
一
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

主
　
　
幹

主
　
　
幹

主
　
　
任

主
　
　
任

主
　
　
事

主
　
　
事

事
業
二
課 

課
　
　
長

課
長
補
佐

主
　
　
幹

主
　
　
任

主
　
　
任

主
　
　
事

主
　
　
事

嘱
　
　
託

山
　下
　
　
　武

梶
　川
　祐
　一

福
　政
　陽
　子

福
　山
　耕
　平

高
　見
　真
由
美

小
　林
　正
　樹

西
　村
　誠
　司

小
　谷
　敏
　彦

中
　村
　哲
　彦

中
　林
　興
　輔

平
　尾
　哲
　子

南
　口
　翔
　太

六
　井
　
　
　彩

森
　本
　
　
　司

中
　井
　一
　郎

永
　原
　
　
　聡

鎌
　谷
　正
　彦

荒
　木
　
　
　望

前
　田
　裕
　太

川
　戸
　悟
　史

長
　戸
　孝
　允

田
　中
　俊
　光

●
東
部
支
所

支 

所 

長

収
入
保
険
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

主
　
　
任

主
　
　
任

事
業
一
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

係
　
　
長

主
　
　
任

主
　
　
任

主
　
　
事

事
業
二
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

主
　
　
幹

主
　
　
幹

係
　
　
長

係
　
　
長
　

主
　
　
任
　
　

主
　
　
任
　
　

主
　
　
事
　
　

主
　
　
事
　
　

主
　
　
事
　
　 井

　川
　敦
　雄

前
　田
　典
　顕

中
　嶋
　宏
　司

豊
　嶋
　幸
　男

米
　林
　真
　紀

樋
　口
　雅
　人

井
　上
　
　
　誠

尾
　﨑
　正
二
郎

堀
　尾
　宏
　司

小
　椋
　郁
　美

小
　椋
　雅
　和

石
　谷
　昌
　平

万
　場
　
　
　彰

松
　本
　一
　宏

谷
　尻
　英
　信

北
　邨
　裕
　之

新
　
　
　直
　幸

生
　原
　由
　紀

中
　本
　一
　也

根
　鈴
　健
　之

藤
　原
　達
　矢

伊
　藤
　裕
　貴

田
　中
　
　
　遼

杉
　信
　洸
　生

●
中
部
支
所

支 

所 

長

収
入
保
険
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

主
　
　
幹

主
　
　
事

事
業
一
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

主
　
　
幹

係
　
　
長

主
　
　
事

主
　
　
事

主
　
　
事

事
業
二
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

主
　
　
幹

係
　
　
長

主
　
　
任

主
　
　
任

主
　
　
事

森
　田
　博
　文

池
　本
　
　
　潤

吉
　村
　一
　郎

森
　田
　英
　二

青
　木
　理
　恵

新
　田
　
　
　学

大
　江
　直
　弘

松
　岡
　久
　朗

小
　西
　陽
　平

大
　塚
　俊
　也

齋
　木
　政
　宏

田
　中
　咲
　月

北
　峯
　裕
　太

衹
　園
　美
　穂

石
　脇
　知
　克

金
　田
　
　
　準

西
　田
　顕
　一

宇
田
川
　明
　寛

小
　竹
　紋
　子

有
　福
　和
　晃

安
　藤
　一
　英

●
西
部
支
所

本
　
　所

所
　
　
長

次
長
（
兼
）

主
　
　
幹

主
　
　
幹

主
　
　
幹

係
　
　
長

獣 

医 

師

獣 

医 

師

嘱
　
　
託

東
部
支
所

支 

所 

長

主
　
　
幹

係
　
　
長

西
部
支
所

支 

所 

長

係
　
　
長

獣 

医 

師

獣 

医 

師

嘱
　
　
託

門
　脇
　文
　生

早
　志
　敬
　治

河
　野
　信
　嗣

田
　中
　久
美
子

田
　中
　比
奈
子

郡
　司
　庸
　介

佐
　竹
　紗
　季

小
　西
　奈
菜
子

渡
　部
　剛
　史

砂
　田
　嘉
　秋

福
　澤
　大
　輔

原
　田
　麻
希
子

小
笠
原
　剛
　士

増
　田
　美
沙
子

長
谷
川
　な
ぎ
さ

鈴
　木
　将
　右

村
　上
　千
　里

●
家
畜
診
療
所

30
年
度
職
員
紹
介

新
規
採
用
者

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
！

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

東部支所
森本　司

東部支所
長戸　孝允

中部支所
田中　遼

中部支所
杉信　洸生

西部支所
北峯　裕太

西部支所
青木　理恵

（
平
成
30
年
６
月
１
日
現
在
）

事
業
功
績
者
の
部

第
１
号
議
案
　
諸
内
規
則
一
部
変
更
の
件

第
２
号
議
案
　
業
務
報
告
書
承
認
の
件
﹇
平
成
29
年
度
事

業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、

損
益
計
算
書
及
び
剰
余
金
処
分
（
不
足
金

処
理
）
案
﹈

第
３
号
議
案
　
平
成
30
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
概
算

書
設
定
の
件

第
４
号
議
案
　
平
成
30
年
度
事
務
費
賦
課
金
徴
収
方
法
決

定
の
件

第
５
号
議
案
　
特
別
積
立
金
取
崩
し
の
件

第
６
号
議
案
　
有
形
固
定
資
産
処
分
の
件 

第
７
号
議
案
　
農
作
物
（
麦
）
共
済
危
険
段
階
基
準
共
済

掛
金
率
等
設
定
方
法
の
件

第
８
号
議
案
　
平
成
30
年
度
役
員
、
損
害
評
価
会
支
所
部

会
委
員
、
共
済
部
長
及
び
顧
問
の
報
酬
額

決
定
の
件

第
９
号
議
案
　
平
成
30
年
度
借
入
金
最
高
限
度
額
等
決
定

の
件

第
10
号
議
案
　
平
成
30
年
度
余
裕
金
預
入
先
決
定
の
件

第
11
号
議
案
　
損
害
評
価
会
委
員
及
び
家
畜
診
療
所
運
営

委
員
選
任
承
認
の
件

第
12
号
議
案
　
附
帯
決
議
の
件

主
な
議
案

多
年
に
わ
た
り
事
業
運
営
や
事

業
推
進
に
特
に
貢
献
し
た
基
礎

組
織
役
員
等

表
彰

理
由

鳥

取

市

鳥

取

市

鳥

取

市

鳥
取
市
国
府
町

鳥
取
市
鹿
野
町

鳥
取
市
青
谷
町

八

頭

町

八

頭

町

鳥
取
市
河
原
町

智

頭

町

倉

吉

市

倉

吉

市

湯
梨
浜
町

湯
梨
浜
町

三

朝

町

倉
吉
市
関
金
町

北

栄

町

北

栄

町

北

栄

町

琴

浦

町

米

子

市

米

子

市

南

部

町

米
子
市
淀
江
町

大

山

町

大

山

町

井
　
上
　
栄
　
一

山
　
本
　
孝
　
明

田
　
中
　
浩
　
雄

川
　
上
　
勝
　
温

原
　
田
　
晏
　
年

森
　
　
　
寛
　
人

今
　
嶋
　
一
　
夫

奥
　
田
　
陽
一
郎

上
　
田
　
隆
　
則

声
　
高
　
幹
　
男

伊
　
東
　
正
　
夫

田
　
村
　
順
　
一

会
　
見
　
吉
　
秀

清
　
水
　
彰
　
人

朝
　
倉
　
孝
　
好

山
　
崎
　
重
　
三

石
　
田
　
克
　
美

徳
　
山
　
克
　
之

宮
　
川
　
幸
　
治

八
　
軒
　
泰
　
則

湯
　
原
　
輝
　
男

武
　
部
　
　
　
肇

篠
　
本
　
道
　
夫

林
　
原
　
　
　
寛

徳
　
永
　
光
　
明

美
　
甘
　
　
　
稔

大

山

町

日

南

町

江

府

町

伯

耆

町

　
鳥

取

市

鳥

取

市

琴

浦

町

伯

耆

町

鳥

取

市

琴

浦

町

琴

浦

町

米

子

市

大

山

町

瀬
　
原
　
磯
　
治

石
　
田
　
　
　
久

川
　
上
　
正
　
昭

山
　
本
　
邦
　
良

安
　
治
　
嘉
　
昭

北
　
村
　
定
　
則

福
　
本
　
高
　
博

森
　
田
　
公
　
幸

的

場

集

落

宮

場

集

落

三

保

集

落

彦
名
八
区
集
落

宮

内

集

落

表

彰
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝
し
、

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

建
物
共
済
の
部（
共
済
部
長
）

平
成
29
年
度
に
建
物
共
済
の
加
入

推
進
に
努
め
、
組
合
に
対
し
て
多

大
な
貢
献
の
あ
っ
た
共
済
部
長

表
彰

理
由建

物
共
済
の
部（
集
落
）

平
成
29
年
度
に
建
物
共
済
の
加

入
推
進
に
努
め
、
組
合
に
対
し

て
多
大
な
貢
献
の
あ
っ
た
集
落

表
彰

理
由
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未
来
へ

け
た
ば
は

す
ま
し
介
紹
を
手
い
担
の
来
未

地域で活躍する笑顔のステキな方を
紹介するコーナーですまちかどスマイル

甘
い
白
ね
ぎ
が
好
評

 今年から看護師として市内の病院で働
いています。先輩看護師のように患者さ
まやご家族の皆さまに信頼されるよう、
研修に取り組んでいます。
 毎日の楽しみはお弁当です。普段は祖
母が作ってくれています。地元の野菜が
たくさん入っていて栄養満点です。
 休日は、好きな音楽をかけてドライブ
したり、友達と美味しいものを食べに出
掛けたりして楽しく過ごしています。

い  ざき

井﨑 かほるさん（29）倉吉市

信頼される看護師を目指して

　
県
内
で
建
設
業
に
携
わ
っ
て
い

ま
し
た
が
、
以
前
か
ら
農
業
を
や

っ
て
み
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、

脱
サ
ラ
し
て
就
農
し
ま
し
た
。
南

部
町
に
あ
る
農
業
法
人
で
３
年
間
、

農
作
業
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
勉
強

し
、
平
成
26
年
８
月
に
独
立
し
ま

し
た
。

　
鳥
取
県
西
部
の
特
産
と
し
て
白

ね
ぎ
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が
思
い
浮

か
び
、
好
き
な
白
ね
ぎ
（
65
ａ
）

に
現
在
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　
白
ね
ぎ
で
有
名
な
弓
浜
地
区
の

砂
地
と
は
違
い
、
南
部
町
の
圃
場

は
黒
土
で
排
水
が
悪
く
、
は
じ
め

は
白
ね
ぎ
栽
培
に
は
向
か
な
い
の

か
と
不
安
で
し
た
。

　
排
水
対
策
を
し
っ
か
り
や
り
、

施
肥
等
の
管
理
も
時
間
を
か
け
て

行
っ
た
結
果
、
甘
く
て
品
質
の
良

い
美
味
し
い
白
ね
ぎ
が
栽
培
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

作
業
効
率
を
上
げ
、
規
模
拡
大
を

目
指
し
た
い
で
す
。

の ぐち　きょういちろう

野口 強一郎さん（40）

西伯郡南部町
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編
集
後
記

プレゼント応募券
2018年 初夏号

〈キリトリ〉

【17号の答え】イチネンセイ

E F GA B C D

③

①

アルファベットを順に並べて完成した言葉が答えです。

〈応募ハガキ 記入例〉

※

景
品
は
写
真
と
若
干
異
な
り
ま
す
。

①クイズの答え
②郵便番号　③住　所
④氏　名　　⑤年　齢　⑥性　別
⑦電話番号
⑧組合または広報紙への
　ご意見、ご感想

左上にあるプレゼント
応募券を貼ってください

クロスワードパズル

タテのかぎ

⑤生徒の自宅で勉強を教える先生。        
⑦祭りで担がれるもの。        
⑧米と食材を炒め合わせたもの。        
⑨直江兼続の兜のしるし漢字一文字。        
⑪色とりどりの刺繍糸を何本もあわせて編み、
　模様をつけた組み紐。        
⑬身体の腰から下の部分。        
⑭衣服の首の周りの部分。        
⑮「金糸雀」と書く小鳥。

①目的地に早く行ける道。
②会社に雇われて従事する人。
③他の人の考え方や行動に自分も心から同感すること。
④簡易的な贈り物。
⑥○○の原理で重いものを持ち上げる。
⑨シジミとハマグリの間くらいの大きさの貝。
⑩２０１８年のＦＩＦＡワールドカップの開催国。
⑪自分をよく見せようとして外見を飾る様。
⑫絵画を制作する人。
⑬蝶のように舞い、蜂のように刺す。モハメド・○○。

ヨコのかぎ

正解者の中から抽選で、「南部町の
山の幸を使った漬物とようかんの
セット」をプレゼント。たくさんのご
応募お待ちしております。

応募方法

平成30年７月31日（火）当日消印有効応募締切
〒689-2202 東伯郡北栄町東園271
鳥取県農業共済組合本所広報係応募宛先

プレゼント

　

C

F

E

B

D

①  ⑪  ② ⑭ 

  ③ ⑫

④      ⑯

  ⑤   ⑥ 

 ⑦   ⑬

⑧   ⑨  ⑮

⑩     

ケ 二 ア 　 キ ク チ
ン 　 イ キ ガ イ  
ポ ジ シ ヨ ン 　 ギ
ウ 　 ヨ ウ 　 パ ン
　 コ ウ カ イ 　 セ
ア ネ 　 シ ヨ キ カ
ジ コ シ ヨ ウ カ イ

A

17号（春号）
クロスワードの答え

ご当地カレー３点セット

当選者の発表は、賞品の発送を
もってかえさせていただきます。

表
紙
の
笑
顔

※ご応募いただいた個人情報は、当選発表、商品発送以外には使用いたしません。
※ご意見、ご感想については紙面上に掲載することがありますのでご了承ください。
　氏名の記載はいたしません。貴重なご意見、ご感想お待ちしております。

おじいちゃんとおばあちゃんが大好き
で、そのお二人が作るぶどうも大好きな
仲良し兄弟。今年の収穫も楽しみです。

田
中
慎
之
助
く
ん（
５
歳
）

た
な
　
か
　  

し
ん    

の    

す
け

田
中
誠
之
助
く
ん（
３
歳
）

た
な
　
か
　  

せ
い    

の    

す
け

田
中
照
之
助
く
ん（
１
歳
）

た
な
　
か
　 

し
ょ
う   

の    

す
け

右
か
ら
、

D G

C

E

地産地消の賞品をプレゼント！！あたまの体操してみよう！

F

B

A

　
天
皇
陛
下
の
退
位
と
新
天

皇
の
即
位
ま
で
１
年
を
切
り

ま
し
た
。

　
人
生
の
ほ
と
ん
ど
を「
平

成
」と
と
も
に
過
ご
し
て
き
た

筆
者
と
し
て
は
、少
し
さ
み
し

く
も
あ
り
楽
し
み
で
も
あ
り

ま
す
。い
っ
た
い
ど
ん
な
新
し

い
元
号
に
切
り
替
わ
る
の
か
、

来
春
の
政
府
の
発
表
に
注
目

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①  ②  ③  ④

⑤ ⑥ 

⑦      

  ⑧

 ⑨     ⑩

⑪   ⑫  ⑬

⑭   ⑮

未
来
へ

け
た
ば
は

す
ま
し
介
紹
を
手
い
担
の
来
未

地域で活躍する笑顔のステキな方を
紹介するコーナーですまちかどスマイル

甘
い
白
ね
ぎ
が
好
評

 今年から看護師として市内の病院で働
いています。先輩看護師のように患者さ
まやご家族の皆さまに信頼されるよう、
研修に取り組んでいます。
 毎日の楽しみはお弁当です。普段は祖
母が作ってくれています。地元の野菜が
たくさん入っていて栄養満点です。
 休日は、好きな音楽をかけてドライブ
したり、友達と美味しいものを食べに出
掛けたりして楽しく過ごしています。

い  ざき

井﨑 かほるさん（29）倉吉市

信頼される看護師を目指して

　
県
内
で
建
設
業
に
携
わ
っ
て
い

ま
し
た
が
、
以
前
か
ら
農
業
を
や

っ
て
み
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、

脱
サ
ラ
し
て
就
農
し
ま
し
た
。
南

部
町
に
あ
る
農
業
法
人
で
３
年
間
、

農
作
業
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
勉
強

し
、
平
成
26
年
８
月
に
独
立
し
ま

し
た
。

　
鳥
取
県
西
部
の
特
産
と
し
て
白

ね
ぎ
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が
思
い
浮

か
び
、
好
き
な
白
ね
ぎ
（
65
ａ
）

に
現
在
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　
白
ね
ぎ
で
有
名
な
弓
浜
地
区
の

砂
地
と
は
違
い
、
南
部
町
の
圃
場

は
黒
土
で
排
水
が
悪
く
、
は
じ
め

は
白
ね
ぎ
栽
培
に
は
向
か
な
い
の

か
と
不
安
で
し
た
。

　
排
水
対
策
を
し
っ
か
り
や
り
、

施
肥
等
の
管
理
も
時
間
を
か
け
て

行
っ
た
結
果
、
甘
く
て
品
質
の
良

い
美
味
し
い
白
ね
ぎ
が
栽
培
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

作
業
効
率
を
上
げ
、
規
模
拡
大
を

目
指
し
た
い
で
す
。

の ぐち　きょういちろう

野口 強一郎さん（40）

西伯郡南部町
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伝えたい「我が家」の味

夏野菜とお酢で夏バテ対策
佐治町にある和紙産業の振興や伝統保存のための施設

「和紙工房かみんぐさじ」、
その施設内食堂の「お食事処みつまた」で
日々料理の腕を振るっている岡部長寿さんに、
これからの季節、夏バテ対策にぴったりな、
夏野菜とお酢を使った料理を紹介して頂きました。

食はいのちの源

なすの南蛮漬け（１～２人分）

長なす………80ｇ　　玉ねぎ………50ｇ
にんじん……30ｇ
甘酢…出汁（または水）：酢：薄口しょうゆ：砂糖

　　　　　　　　　　　　　　　の割合で混ぜる
　　　　（漬けるのに使うので多めに作っておく）

材
料

①なすは縦割りし５センチ大に切って、４ヶ所皮を剥く。
　隠し包丁を入れ、水にさらしてアク抜きをする。
　玉ねぎはスライス、にんじんは千切りにしておく。
②甘酢をひと煮立ちさせておく。
③アク抜きしたなすをクッキングペーパーで水気を取り、
　170℃の油で素揚げする。

④素揚げしたなすから出た水分と油を再度クッキング
ペーパーで取り、タッパーなど保存容器に並べ、その上
に①でスライスしておいた玉ねぎと千切りにしておい
たにんじんを乗せ、ひたひたになるまで②の甘酢をか
ける。

⑤粗熱を取ってから冷蔵庫に入れて２～３時間おいてお
けば出来上がり。

調理方法

調理方法
①玉ねぎはくし型に、それ以外の具材は乱切りに切っ

ておく。
②鶏肉は片栗粉をまぶして170℃の油で揚げておく。
　同時にきゅうり、ピーマンを170℃の油で素揚げして

おき、にんじんは軽くボイルしておく。
③ピーマン以外の具材を一緒に炒めた後、甘酢を入れ

て沸騰させる。

④水溶き片栗粉を入れ、とろみがついたら火を消す。
⑤皿に盛り付け、②で素揚げしておいたピーマンを乗

せれば出来上がり。

鶏肉………30ｇ×３
きゅうり…30ｇ
にんじん…25ｇ
キクラゲ（又はしいたけ）
　…………15 ～ 20ｇ

（前日にもどしておく）
甘酢…酢：濃口しょうゆ：砂糖：みりん

　　　　　　　　　　の割合で混ぜる（90cc）

水煮タケノコ…50ｇ
ピーマン…15ｇ
パインの缶詰…お好みで
水溶き片栗粉…適量

鶏の酢豚風味（１～２人分）

材
料

この時揚げ過ぎないように注意ポイント！

ピーマンは一緒に炒めると色が
褪せてしまうので分けておく

お好みで
ねぎやタカノツメを
上にふりかけたり

季節の野菜を添えて
召し上がって
ください

肉が
苦手な方でも
白身魚で代用も

出来ます
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酢には
抗菌防腐作用やカルシウムの

吸収を助けてくれたり、
疲労回復・食欲増進にも

効果があります

ポイント！
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この用紙のインクは再生紙処
理をしやすく環境にやさしい大
豆油インキを使用しています


